平成２７年度第１回練馬区いじめ等対応支援チーム
平成２７年１０月２０日

【教育指導課長】　　時間前であるが、皆様おそろいなので始めさせていただく。本日はご多用な中お集まりいただき、感謝申し上げる。ただいまより、平成２７年度第１回いじめ等対応支援チームを開会する。
　議事に入る前までの進行を務めさせていただく、教育指導課長である。よろしくお願いする。

　それでは、次第に沿って会を進行させていただく。

　初めに、委員の委嘱である。机上配付をもって委嘱上の交付に代えさせていただく。名前等の確認をお願いする。

　では、続いて、教育長よりご挨拶申し上げる。

【教育長】　　今日はお忙しい中お集まりいただき、感謝申し上げる。このいじめ等対応支援チームであるが、とりわけいじめについては各学校で様々な取組を行っていただいてきたわけであるが、教育委員会としてもしっかりとこの問題に対して向き合って、いじめ根絶に向けた様々な取組を推進していく。その際には、やはり教育委員会だけではなくて、現場の学校、そしてまた幼稚園、ＰＴＡの皆様方、そして実際に子供たちと接している先生方、そしてまた学識経験の方、そういう皆様方が一堂に会して練馬区のいじめ対策についてどのようにしていくのが一番よいのかということ、これを協議する場としてこのチームを発足させたわけである。

　３年目になるが、このチーム発足以来、いじめに向けた対策方針を策定し、また、各学校においても教育の方針を策定していただき、実効ある取組がなされていると思っている。ただ、一番気を付けなければいけないのは、何か事が起きると、こういう問題は表面化して、あるいは取組にも力が入るが、日常の中でどうしても、いつの間にか対策が埋没してしまうこともある。このいじめの問題については認識、意識を新たにして、そして今のままの取組でよいのかどうなのかということを、常に我々としては自らに問いかけ、そして新たな取組がないのかということをこの場でやっていかなければならない、そういう課題があると思っている。
　ぜひ、皆様方お一人お一人のこれまでのご経験等も踏まえたご意見を活発に出していただき、子供たちのために、いじめが練馬区からなくなるようにしっかりと取組を進めていきたいという思いでいる。ぜひご協力をよろしくお願い申し上げる。

　この会が常に新たな課題に向かって前へ進む、そういう会であることを心からお願いを申し上げて、挨拶とさせていただく。どうぞよろしくお願い申し上げる。
【教育指導課長】　　本日が今年度の初めての会であるので、委員の皆様の自己紹介をお願いする。なお、本チームは設置要綱にて教育長を委員長、学識経験者である委員を副委員長としているので、ご了承願う。

　
　委員から順に自己紹介をお願いする。

　　－各委員から自己紹介－

【教育指導課長】　　次に、本チームの趣旨説明を事務局よりお願いする。

【事務局】　　事務局である。それでは、お手元にある資料、そして別添を見ていただきながら説明をしていく。まず、本会の練馬区いじめ等対応支援チーム設置要綱、資料１になる。設置については、第１条をお読みいただきたい。練馬区立学校および幼稚園におけるいじめをはじめとした学校問題について、学校と教育委員会が情報を共有するとともに、未然防止と早期解決に向けた実効性のある取組の充実を図るため、いじめ等対応支援チームを設置するというものである。

　所掌事項については第２条、そして組織については、本会、今自己紹介していただいた委員の皆様によって構成されている。第６条、会議をごらんいただきたい。支援チームの会議は委員長が招集する。会議は原則年３回とし、必要に応じて臨時開催するというものである。本会が１回目となる。また、委員長は必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求めることができるとされている。

　続いて、裏面をごらんいただきたい。第８条である。いじめ等対応支援特別チームというものがある。委員長はいじめに関する重大案件等が発生した場合は、事実関係の調査を目的として、支援チームのもとに専門家によるいじめ等対応支援特別チームを設置するとなっている。特別チームの委員は委員長が選任する。また、このほかに掲げるもののほか、特別チームの運営については、必要事項は委員長が定めるとなっている。

　第９条、庶務については、教育指導課において処理をさせていただくというものである。

　続いて、資料２になる。こちらは、支援チームの設置要綱が若干変わった。ここは、現在右側が改正後ということで、今回の委員の皆様が入っているものである。裏面も同様である。

　続いて資料３をごらんいただきたい。こちらは練馬区教育委員会いじめ問題対策方針である。毎年４月に各学校に、この練馬区教育委員会いじめ問題対策方針を示している。３年目ということになったが、改訂を加えて、今この段階にあるというものである。

　１番、練馬区の基本姿勢である。いじめは、人間として絶対に許されない人権侵害である。そして、いじめはどの児童・生徒にも、どの学校（園）においても起こり得るとの認識に立ち、いじめが発生した場合には、いかなる理由があっても被害者の側に寄り添い、組織で対応するというように示してある。

　対応方針の基本的な考え方、そして、ページ番号が振ってあるかと思うが、２ページ以降、教育委員会の取組がそこに示してある。この中に（１）いじめ防止等のための組織等の設置ということで、このいじめ等対応支援チームの設置を示しているところである。教育委員会の取組としては、的確な実態把握・分析・活用、そして学校（園）・教職員への指導・助言、児童・生徒への働きかけ等々がある。こちらについては、後ほど詳細なところで説明をさせていただければと思っている。

　今の資料をおめくりいただいて、５ページがついているところをごらんいただきたい。

　学校（園）の取組である。この練馬区教育委員会いじめ問題対策方針では、学校（園）でどのような取組を行っていくかということについても示してある。（１）では、学校いじめ防止基本方針の策定と、組織等の設置を示しているところである。
　また、おめくりいただいて、６ページには、いじめの早期発見・早期対応、また、いじめへの対処等々が示されているところである。この練馬区教育委員会いじめ問題対策方針に基づいて、各学校（園）ではいじめの未然防止、そして早期発見・早期解決に向けた取組を実施しているところである。

　また、本日、別のステープラー止めで、いじめ防止対策推進法概要と、こちらは国または東京都の取組を簡単にまとめた資料がある。別添１がいじめ防止対策推進法、別添２が東京都いじめ防止対策推進条例、別添３が東京都いじめ防止対策推進基本方針等を示している。

　次に、本チームの位置付けである。本チームは、いじめ防止対策推進法に示されている関係機関等の連携を図るために設置される、いじめ問題対策連絡協議会に該当するものである。練馬区においては、学校、保護者、学識経験者、心理士、教育委員会の関係部局で構成をしている。なお、先ほど申したが、いじめに関する重大案件等が発生した場合は、事実関係の調査を目的として支援チームのもとに専門家によるいじめ等対応支援特別チームを設置することとしている。

　さらに、趣旨説明ということであるので、昨年度の成果について簡単に話をしたいと思う。本チームを昨年度も３回開催した。大きく３点ある。１点目は、インターネット・携帯電話利用に関するアンケート調査に対する意見具申をいただいた。本日、後ほどご協議いただく内容として示してある。

　２点目は、毎月の学校の独自調査の取り組みモデルの提案に対する意見具申をいただいた。練馬区教育委員会では、このいじめ問題対策方針に毎月何らかの調査を各学校で行うというように示してある。各学校では、アンケートのみならず、個人面談や、またスクールカウンセラーを活用した小学校５年生、中学校１年生が対象となる全員面接等を活用する。また、アンケートも記名式、無記名式、さらに年３回、教育委員会からお願いしているアンケートのほかに、簡単に学校生活アンケートのような形でできるようなもの等々、いろいろな案で取り組んでいただくようなことを示させていただいた。
　３点目は、いじめ実践事例発表会のもち方等に対する意見具申をいただいた。このことについては、昨年度の取組も含めて後ほどお話をさせていただきたいと思う。
　さらに、前回が平成２７年２月１６日であった。それから、様々調査等もあったので、ここで簡単に口頭説明させていただく。平成２７年３月に文部科学省より、平成２６年度内の問題行動等調査というものがあった。ここでいじめに関する数値等の調査が入った。これについては、また後ほど話をする。その後、４月になり、東京都が学校いじめ対策委員会の取組状況に関する調査というものを行った。学校は組織的にどのような対応をしているのかという調査であった。

　さらに、平成２７年７月には岩手県矢巾町で中学２年生のいじめにより、自ら命を絶つという痛ましい事故が発生した。これらを受けて、平成２７年８月には、先ほどお話しした問題行動調査をもう一度見直すという指示が出されたところである。しかし、平成２７年９月、宮城県仙台市の中学１年生、また、山形県天童市の女子中学生の自殺ということがいじめと認定されたというような事件が発生している。

　これらのことを受けて、このいじめ等対応支援チームでどのように行い、学校で未然防止の観点から行っていくのか、また、早期発見・早期解決にどうつなげていくのかということを、委員の皆様方にまたご意見等をたくさん頂戴したいと思っている。趣旨説明については以上である。

【教育指導課長】　　今事務局から説明があったが、質問等、何かあるか。よろしいか。

　それでは、議事に入る前に、本会の公開について事務局から説明をお願いする。

　事務局、お願いする。

【事務局】　　練馬区では、附属機関等の会議については原則公開としている。具体的には、１、会議の傍聴を認めること、２、会議における資料を公開すること、３、会議録を公開するというものである。なお、会議録の公開については、各委員の皆様に記録をお渡しし、内容をご確認いただいたうえで区のホームページで公開したいと考えている。ただし、当支援チームが必要と決定したときは非公開とすることができるものとされている。以上である。

【教育指導課長】　　今、事務局から本会の公開について説明があったが、本日は傍聴者は今のところゼロということでよろしいか。

【事務局】　　はい。

【教育指導課長】　　それでは、この後議事に入るがよろしいか。

　では、ここから委員長が進行を務める。よろしくお願いする。
【委員長】　　それでは議事を進めてまいる。今、事務局からこの会の位置付け、あるいは、この間の経過の説明があった。３年やってきた当会議であるが、今回新たな委員も大勢いらっしゃったので、少し詳しく前段でご説明させていただいた次第である。
　今日は、議事が大きく２点、細かく言うと３点ある。まず、練馬区におけるいじめの実態についてというのが１点目。２点目は、練馬区が毎年行っているいじめ一掃プロジェクトの今年度の取組について、２点目。それから、３点目として、携帯電話等の所有および活用状況に関する調査。これは、いじめ等のかかわりがこの会議でも再三にわたって指摘がされており、実態の調査をすべきだというお話をいただいていたので、本年度実施する予定になっている。事務局でその調査票の案ができているので、これについてご意見を頂戴する。以上、３点が主な議事となっている。

　とりわけ、今申し上げた３点目の携帯電話等の所有および活用状況に関する調査、その内容がメインの議題となるので、よろしくお願い申し上げる。
　それでは、初めに、練馬区におけるいじめの状況について確認する意味で説明を願いたい。冒頭、事務局から今年のいじめに関する社会の取組の流れについての話があって、その中で問題行動等調査にも触れていただいた。それに基づいて調査を行った結果が、資料として出されている。お手元に資料４と右上に書いたものがあるが、まずご用意いただいたうえで説明をお聞き取りいただければと思う。

　それでは資料４について説明をお願いする。どうぞ。
【事務局】　　委員長、事務局である。それでは資料４をごらんいただきたい。平成２６年度、練馬区におけるいじめの状況である。まず１番、いじめの状況、（１）いじめの認知件数推移である。平成２５年、２６年を比較すると、平成２５年から２６年について小学校はマイナス７９件、中学校がマイナス３９件ということで、昨年度、小学校は２７６件から１９７件、中学校は２３３件から１９４件と減少している傾向にある。

　その下の学年別内訳である。まず小学校を見ていただくと、２６年度も高学年になるにつれて増加傾向である。また、中学校については、学年が上がるにつれて減少傾向である。ただ、小学校から中学校へのつながりを見ると、やはり６年生から中学校１年は平成２５年度、６２件だったのが、中学校、２６年度は１１９件というふうに増えているという状況がある。この傾向は、この３年間、同じような傾向で推移しているということである。

　続いて、２ページの（４）に行かせていただく。いじめ発見のきっかけである。小学校は学校の教職員等が発見したという数字全体は昨年度より下がっているが、当然いじめの認知件数が減ったので減少等はあろうと思っている。その中で、小学校は学級担任の発見が３０件増加したという傾向がある。また、中学校においても、学級担任の発見は微増だが、増加しているということがある。さらに、学級担任以外の教職員が発見したところも若干増えているということである。一方、学校の教職員以外からの情報による発見というものが中段より下にある。本人からの訴えが、小学校も中学校も減少している。そして、当該児童・生徒本人の保護者からの訴えということも減っている。

　これらについては、認知件数等が減ったところもあるが、他の取組等でよい取組が見られた部分もあるのではないかというところも、実際委員の皆様から学校の取組等をお聞かせいただけたらありがたいと思っている。

　続いて、３ページである。３ページ上段、いじめの態様というものがある。顕著なものを申し上げる。上から４つ目の項目、ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりするという数字については、小学校も中学校も減少ということである。また、小学校では金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりするという数値も減少はしている。ただ、一方で、中学校の方も減少しているが、内容としては、例えば文房具隠しであるとか、文房具を壊したとか、体育着を隠したとか、そういう個人の所有物を隠すということがあるということである。

　また、本日の後段に検討していただくが、パソコンや携帯電話等で誹謗中傷や嫌なことをされるという件数については、小学校で２件、中学校で８件というものである。ただ、この中身等を考えた場合には、ＳＮＳアプリ等ヘの書き込み等も含めて行われているということがある。
　そして、相談状況である。相談状況で顕著なものについては、上から２つ目の項目、学級担任以外の教職員に相談というものが小学校も中学校も増加をしている。また、小学校については、養護教諭に相談という件数が増えているという現状もある。

　それから、友人に相談というものが小学校は増えているが、中学校については大幅に減少しているという傾向にある。また中学校においては、保護者や家族等に相談も減少しているということがある。それがどのように反映されているのかというと、誰にも相談していないが中学校では２１件ということで、一昨年度３件であったものが７倍に増えているという現状である。

　概要については以上である。
【委員長】　　ただいま、事務局より本区のいじめの状況について資料に基づいた説明があった。どうであろう、これを見て、それぞれ何かご意見、ご質問があれば自由にお出しをいただければと思うが、いかがか。気が付かれたこと、あるいは、それぞれのご認識との違いがおありになったのかということも含めてお話しいただければと思う。数字としては、今申し上げたような数字になったということである。いかがであるか。
　委員、いかがか。保護者としての認識、印象と。

【委員】　　これ、練馬区の数字であるか。
【委員長】　　そうである、練馬区である。

【委員】　　漠然と私が思っていた数字よりも、全体に少ないなという印象をもった。

【委員長】　　委員、いかがか。

【委員】　　外部からの情報というところで、例えば中学校での情報を小学校のほうに回して、それで卒業した小学校の先生に相談して、それが中学校に上がるという例があった。それはすごくよいと思ったのだが、ただ、そうなったときに、中学校の先生がすぐ調べてくれるかどうかというのは、調べているということで終わってしまったりすると、通報と言ったらあれだが、教えてくれた生徒がその後ちょっと言いづらいというか、動いてくれなかったという不信感につながったなんていうこともあった。
　全部動いていたら本当に大変だと思うが、その辺はどうなのかなと思った。この数字に出ているか、出ていないの分からない。中学校の先生には直接言えないが、卒業した先生なら言えたりするというのも、この中に入っているのか。

【委員長】　　どうか。個別の把握というのはなかなか出ない。
【委員】　　わりと中学生が連携している小学校に行くうちに、そこから情報をもらっているみたいなことは漏れ聞いたので、どのぐらいから調査というのは入るのかなと、見ていて思った。
【委員長】　　何かコメントがあれば。どうぞ。

【事務局】　　事務局である。アンケートについては、練馬区全体では６月、１１月、２月の３回、区全体で行っている。それ以外に、先ほどお話したとおり、学校として毎月何らかの取組でということを行っている。当然この数値、例えば今の資料４の２ページの（４）のいじめ発見のきっかけのところで、今下村委員からお話いただいたところで、多分学校以外の関係機関からの情報であるとか、その他匿名による投書などとか、そういうところはゼロという形になっているということからすると、なかなかこういったところに表れてこない。別の項目に、数値として入れている可能性はあるかと思う。
　当然小学校に中学校の生徒が行って話をするということは、校長先生方も、学校の先生方もいらっしゃるので、そういう話も聞くこともあろうかと思うが。例えば内訳の上のほうに、アンケート調査など、学校の取組により発見というのがある。このあたりは小中一貫等を行っている中で情報が入ってきて、そこから聞き取りという形でこちらのほうに入っているのではないかなと推測はされるが、個々の案件等でそれぞれ違いがあろうかと思っている。

【委員】　　この資料全体はアンケートに基づいてつくられたものなのか。

【事務局】　　学校で１年間の取組を全てまとめたものを、こちらに報告していただいている。

【委員】　　分かった。ありがとう。

【事務局】　　アンケートだけではないということである。

【委員】　　アンケートだと、ここがゼロになるのは当然だなと思ったのだが、分かった。ありがとう。

【委員長】　　先生方、いかがか。委員、ご自身で接している部分と数字との違いなどあるか。

【委員】　　取組というのが生かされてきているというのを、この数字を見て実感した。正直なところ、毎月アンケートをいろいろ、毎回ではないが、全校でやると、かなりの紙束が出て、１年間保管ということで、それの置き場所が今ないとか、生活指導の棚を増やせとか、いろいろなことをやってるが、でも、アンケートというか、この取組をやっていることで担任の感覚がよくなっていって、いろいろな紙からではなくて担任が発見したりとか、本人から訴えなくても見取ってもらえるというのが増えてきた結果なんだろうなと感じた。

　いじめが起きるのというのはいろいろあると思うが、いじめる側の子供の心理状態がどこかに大きなストレスがあったり、上から抑えつけられているものをどこかで吐き出したいとか、いろいろなことがあると思うので、認知件数も学年が上がってくると増える。今、小中一貫をやっているが、環境が変わる６年生から中学校に上がるときに子供たちの心の中でのストレスというのがいろいろな形で出るうちの１つとして、いじめという形になってきているのかなと思う。

　それがまた、中学校に行って、中学校の中で自分の居場所があったり、先生と打ち解けていったりということで、２年、３年というように減少している結果だろうと、この数字について見させていただいた。スクールカウンセラー、心のふれあい相談員とも連携していろいろ話はするのだが、保護者が小学校の弟、妹だけではなくて、やはり卒業生の兄、姉の話をもってくることもあり、そういうときにはすぐ近隣の中学校とすぐ連絡をとって、連携をできるだけ心がけるようにしている。むだじゃなかったということを、この数字で見られてとてもうれしく思った。以上である。

【委員長】　　委員、いかがか。

【委員】　　中学校という視点でこの結果を拝見したのだが、１年生が多いというのは、僕の個人的な見解かもしれないが、やはり中学校というのは複数の小学校から生徒が集まってくるので、中学１年の段階で新しい人間関係がつくられると。指導する中で、中学校１年生の生徒同士のかかわり方だとか、クラスの中の生徒の様子だとかというのは、担任をしていたり、学年をもったりすると一番気にするところなので、やはり反映されて、こういう数値で大きくなっている。

　中学校の３年間というのは、精神的に大きな成長を迎える時期なので、学年が上がるとぐっと減ってくるという傾向は実感としてあると。それが数字的に表れているという感じがしている。

　あと、小中学校との比較で言うと、発見のきっかけ等が、小学校の内訳として学級担任が発見するというのは非常に多いが、中学校は１８件になっている。これは、やはり中学校の場合は教科担任制であるから、担任が教室にいる時間帯が小学校に比べて少ない、生徒と一緒に、学級の子供といる時間が少ないので、中学校としては、どうやって複数の目で生徒を見ていくかということが大事になるのかなと、この結果を見て思った。
【委員長】　　ありがとう。
　　委員、日ごろの相談活動から何かご意見があればお話しいただけると。

【委員】　　６番のいじめられた児童・生徒の相談の状況というところで、今回担任の先生だけではなくて、担任以外の先生にも相談することが増えてきたというふうになっていたかと思う。やはり、私ども、相談にいらした方にも、学校でどの先生にお話しできるかというときに、人間なので相性とかそういうこともあって、担任の先生にはちょっと今は言いにくいけど、でも、ほかの先生には相談ができるかもといって、実際に相談をしてみて、その結果、担任の先生も協力してくださって、いろいろ解決していくということができて、よかったというケースもあるかと思うので、いろいろな先生に学校の中でいろいろ窓口があるというところも今回の取組の成果なのかとも思う。その辺は、お子さんや保護者の方から見たら安心できるところなのではないかなと思う。

【委員長】　　校長先生の立場でいかがか。どうぞ、委員。

【委員】　　今、委員からお話があったことについては、私もすごく感じている。中学校もそうだと思うが、小学校も誰に相談してもよいということは、学校全体で取り上げていることなので、その成果がここにしっかりと出ているのかなと思った。

　やはり、５年生をスクールカウンセラーの全員面接、大規模校に関してはグループということもあるのだが、できるということが大きいかと。スクールカウンセラーの先生は週に１回しか来られないので、なかなか子供と接する場がない。そういう機会に行きやすいのだという意識を子供たちがもてたということも、大きなことだと思っている。また、兄弟関係とか、そういう中から情報を得ることができるので、１つの政策としては大きかったと思う。以上である。

【委員長】　　委員、いかがか。

【熊野委員】　　この数字を見て一番思うのは、やはり各学校の教職員の先生方の意識が高まったのではないかなと感じている。特に、発見もそうであるが、解消しているものの解消率が非常に上がっているというところは、とても大きいことかなと考えているところである。
　しかし、その反面、中学校においては本人からの情報というのが極端に減ってきていたり、また、３ページのほうの数値になるが、相談ケースでは誰にも相談していない子が増えてきたりしている。全体的にはよい傾向にあるのだが、その裏には、もしかしたらアンケートにも書いていない、先生にも発見されていない、そして、誰にも言えないという子がいるのではないかというところを、我々は見落とさないで、これからしっかりと対策を考えていかなければならないのではないかとも思っている。

【委員長】　　いろいろとお話があったが、副委員長、いかがか。
【副委員長】　　もう既に出たご意見が多いので、項目的に３点だけ申し上げる。１点目は、何人かの先生と全く同じ意見で、学校の取組、また、区のほうで素晴らしい取組をされている。私は、他に５つの市でこの委員長をやらせていただいているのだが、これほどの取組は初めて見させていただいた。これが１点目である。やはり努力の成果、取組の成果が表れているということが１点目である。
　２点目であるが、これは先生とちょうど同じ話をしようと思ったのだが、調査の中で、これは文部科学省の調査の中にはないが、解消したケースの分析というのが非常に大事だろうと。これだけ解消しているのだから、全部は無理であろうが、それはぜひ何かの機会に傾向を見ていただきたい。

　それから、これは学校に質問しなければいけないのであろうが、この問題行動等調査で難しいところは、解消しているところと、一定の解消の区別というか、理解の差である。一定の解消の数が少ないから、それほど目くじらを立てることはないと思うが、万が一これがかなり多い数字であれば、一定の解消ということについての共通認識を区としても、もたれたほうがよいのかなと思った。

　３つ目であるが、いじめの今までの問題をずっと見てきて、学校も教育委員会もいくつかなし得なかったことがあると思うのだが、そのうちの１つが加害者指導である。加害者の児童・生徒への指導をどうしていたのかということは、この調査のいじめられた児童・生徒の相談状況はあるのだが、それ以外のところはないわけである。「反省させると犯罪者になります」という新書本があるが、子供たち、とりわけいじめてしまう子供の心を吐き出させるとか、そういったあたりの取組が果たしてどの程度行われているかというのは、今回の資料からは見えないが、また次の機会にでも教えていただければありがたいと思う。以上である。

【委員長】　　皆様から貴重なご意見をいただいた。ありがとう。

　この議案の議事の（１）で、もう一つぜひお話をさせていただきたいというか、次の資料５であるが、ご承知のとおり、岩手県でのいじめ自殺の件があり、そのときに組織対応というか、担任の先生だけがある意味抱え込んでしまって、それがそのほかの先生方、あるいは校長、教頭のほうに話が行っていなかったという大変大きな課題が提示された事件があった。それに基づいて、組織的な対応に関する課題という資料が用意されているので、それについて説明をお願いする。
【事務局】　　委員長、事務局である。それでは、資料５をごらんいただきたい。まず、各学校において、学校いじめ対策委員会などの名称で、学校におけるいじめ防止等のための組織については全校で設置が完了していることを、まず冒頭に報告させていただく。この調査は、今、委員長からあったが、岩手県のいじめを受けて東京都が各学校にチェックリストを活用するよう指導があり、実際に全教員にチェックリストを配付し、そして回収後の集計結果から、管理職が自校の課題について教育委員会に提出いただいた結果をまとめたものである。

　結果については、図１、左側が小学校、右側が中学校ということで示している。管理職は、小学校、中学校とも教員からのいじめ防止の取組の発信が課題と認識している。そして、小学校については、いじめ対策委員会への早期報告が特に課題であるというように認識をされている。また、中学校は、相談窓口の周知について約半分の学校が課題と認識しているという現状がある。

　これらを受け、教育委員会としては３点、課題等を示してある。１点は、組織的な早期対応の必要性である。やはり、いじめの組織対応のおくれは、いじめの深刻化、また解決の困難性を招く。子供と一緒にいることの多い小学校の担任のほうが、やはり組織的対応がおくれる傾向が若干あるのではないかなと捉えている。管理職も、そのことを小学校の校長先生方は課題として捉えられているということである。これについては、引き続き学校と連携して組織対応の充実を図ってまいりたいと思っている。

　２点目は、学校の方針や取組の周知の必要性である。学校ごとにいじめ問題等の対策方針を学校だより、また学校ホームページで周知するということで保護者や地域とともに、いじめの未然防止や早期発見を図ることができるのではないかと考えている。このことについては、区の方針にも周知の必要性を示しているので、今後改善をさらに図っていきたいと思っているところである。

　３点目は、相談窓口の周知の工夫である。先ほど副委員長よりあった、いじめ相談部のクリアファイルのいじめ相談の窓口というものが示してある。こちらについては、各学校を通じて、１１月に児童・生徒へ配付ということで進めている。

　このほかにも、４月に東京都で相談窓口のカードをつくったり、それから区の青少年課で、青少年育成活動方針等を発行して配布したりしているところである。ただ、これらの資料を配布するだけでは、子供たちには声は届いていかないのではないかなと思っている。教育活動や保護者会、また個人面談等で配布するなど、より効果的な配布方法を今後考えしていく必要があるかと思っている。資料については以上である。

【委員長】　　資料５を通して学校の組織対応について、そしてまた学校の情報発信、相談窓口の周知も含めてであるが、それについてお話をさせていただいた。
　今の説明について何かご意見、ご質問はあるか。また後ほどでも結構なので、もしご意見、ご質問があったら、お出しいただければと思う。
　それでは、次に議事の（２）である。まず、練馬区が毎年取り組んでいるいじめ一掃プロジェクト、これを今年も行いたいと考える。その内容について、資料６、７、８と３点出ているので、まず説明を願う。

【事務局】　　委員長、事務局である。それでは、主に資料６を活用しながら説明をさせていただく。平成２７年度練馬区いじめ一掃プロジェクト実施要項である。目的は、練馬区におけるいじめをなくし、子供たちが明るく楽しい生活が送れるように、子供たちがいじめについて考え、防止する気持ちを育むところにある。

　主催は、練馬区教育委員会、練馬区立幼稚園長会、練馬区立小学校長会、練馬区立中学校長会ということになっている。

　３番、実施内容についてである。実施内容については大きく３点ある。１点目は「練馬区いじめ防止ポスター」の募集についてである。先ほど説明したクリアファイルには、練馬区いじめ防止標語というものが載っている。これは、昨年度のこの取組で優秀作品等をそのまま載せているものである。これらの取組を、去年は募集標語であったが、今年度はポスターという形で行う。ポスター、撲滅宣言、シンボルマーク、標語と、文字で表すもの、絵であらわすものというような形を隔年で繰り返す形で、４年のサイクルで取り組んでいる。今年度は、いじめ防止ポスターについて実施をする。

　こちらについては、小学校１・２・３年の部、４・５・６年の部、中学校の部ということで、各学年１点、小学校であれば計６点、中学校であれば３点、各学校のほうで選出していただき、教育委員会にお送りいただくということである。

　この中から最優秀、優秀、入選という形で、選考委員会で決定していきたいと考えているところである。

　資料６の裏面をごらんいただきたい。続いて、大きな柱の２点目である。「いじめ一掃取組月間」である。練馬区では毎年１１月をいじめ一掃取組月間と設定し、各学校にて取組を行っていただいている。幼稚園、小学校、中学校が全て、これらの取組を行っていくというものである。
　（２）の②、実施内容である。各学校（園）でいじめ一掃取組月間の取組を、下記の３点について事前に設定することになっている。１点目は、授業・保育部門である。こちらについては、学校いじめ防止基本方針に基づいて授業・保育で実施したいじめ防止に関する活動を行うものである。
　２点目は、児童会・生徒会部門である。こちらは、学校いじめ防止基本方針に基づいて、児童会・生徒会が主体となって実施したいじめの未然防止に関する活動である。

　３点目は、保護者・地域との連携部門である。こちらは保護者や地域と連携して実施した活動についての取組である。これらの中から、各学校（園）でどの取組を行っていくか事前に設定し、それらを基に様々な取組をしていただいている。また、ウにあるいじめにかかわる実態アンケートを先ほど話したが、１１月に行っているアンケートである。これらを活用して、いじめについての実態把握を行っているところである。

　実施報告については、教育委員会が指定するいじめ防止実践事例報告書にて取組内容を報告いただいているところである。

　これらについては、⑤表彰ということになる。学校（園）奨励賞ということで、この月間に顕著な成果を上げている幼稚園１、小学校２、中学校２程度を、学校（園）奨励賞として表彰している。表彰基準は、ここに書いてある４つのところである。

　いじめ一掃プロジェクトの大きな３点目は、「平成２７年度いじめ防止実践事例発表会」の開催である。こちらについては、１１月に取り組んでいただいた内容を基に、平成２８年１月２５日の月曜日に、今年度から練馬駅前にあるココネリで実施をする。ねらいについては、これまでのいじめ防止標語やいじめ防止ポスター等の募集の実績を踏まえ、平成２７年度内に実施された児童会・生徒会活動等の特別活動や、道徳の時間、行事等で実践されているいじめ防止に関する内容を発表し、いじめの未然防止およびいじめの改善の一助とするというものである。

　内容については、１つ目の大きな柱のポスターの表彰。２点目は、先ほどお話しした学校奨励賞を受賞した学校の実践事例の発表をしていただく。そして、発表についてはここに書いてあるとおりである。

　これらを一連の流れにしたのが資料７になる。また、資料８をごらんいただきたい。こちらについては、昨年度の発表会の報告をまとめたものである。昨年度は、練馬区立練馬文化センターの小ホールで実施した。様々な方にいらしていただき、２３４人の参加者で実施できた。各小学校、中学校から少なくとも１人、また地域保護者の方々にお声がけいただいてということで、参加をお願いしているところである。

　昨年度は幼稚園から授業・保育部門として、光が丘むらさき幼稚園の「ふわふわ言葉」「とげとげ言葉」の報告があった。また、光が丘四季の香小学校は、いじめ防止プログラムの学習プログラムを活用した授業実践を行ったということであった。児童会・生徒会部門では、北原小学校は、代表委員会が寸劇を考えて、実際それを発表したという取組であった。さらに、豊渓中学校は、いじめ防止推進キャンペーンとして、アンケートを生徒会が自主的に行い、そして、いじめ防止を推進する人員を学級から募って、全校組織で未然防止の活動を行ったものである。さらに、保護者・地域との連携部門では、開進第三中学校が学校とＰＴＡ、おやじの会、同窓会と連携しながら、年間を通じてかかわりを強め、１１月には、あいさつ・スマイルクリーン運動を近隣小学校とも協力して行ったものであった。

　今年度も、各園、各学校の取組を、このいじめ実践事例発表会で報告をしていきたいと考えている。

　以上である。

【委員長】　　毎年、いじめ防止に向けた取組の１つとして、このいじめ一掃プロジェクトを行って、発表会も行っている。これについてはプロセスが何よりも大事だということで、表彰であるとか、あるいは発表会であるとかいうことだけではなくて、それに至る様々な子供たちの取組、そしてまた保護者・地域の皆様方を通しての取組、学校独自の取組、幼稚園独自の取組といったものが、１つの１１月という取組月間に集約した形でそれに取り組んでいくということを通して、いじめをなくしていくという活動を毎年展開しているわけであるが、今年度も今申し上げたような形でやっていきたいということの報告であった。
　この報告について、何かご質問、ご意見はあるか。どうぞ。

【委員】　　ポスターのサイズというのはどれくらいになるか。

【委員長】　　事務局わかるか。どうぞ。

【事務局】　　八つ切りの大きさである。一応縦に使っていただくということで、裏面にはポスターの応募票を張って提出していただくことになっている。去年のいじめ等対応支援チームの協議の中で、子供たち、ポスターとか作品をつくるだけではなくて、その思いとかも含めて表してもらいたいということで、今年は応募票の中にその作品に込められた思いや願いというのも書く欄を設けて、各学校に依頼をしているところである。

【委員】　　ありがとう。続けて、高学年であると、標語とか、シンボルマークとか、ああいう小さいのだと、まだ指導時間とか活動時間が、道徳の時間とか何とかできるのだが、低学年の場合にそのサイズのものを子供に理解させて描かせるという時間がなかなか難しくて、毎回低学年の教員から、何とかならないかという意見が結構出てくる。高学年でそのサイズだったら何とかなるが、私の勤務する学校の地区では夏休みに描かせたという学校もある。なかなか時間の確保ができない部分があるので、１年生にそのサイズというのは、なかなか学校の時間内で取り組むには難しいというのが正直の感想である。

【委員長】　　ただ、低学年から、結構よいのを出してくる。分かった。そういうお声があったことを、事務局でも検討してみる。

【委員】　　ありがとう。

【委員長】　　ほかに何かご質問、ご意見あるか。
　さっきご意見を言わなかった、委員、幼稚園でもいじめの取組があれば、この際ご披露いただければと思うが、いかがか。

【委員】　　先ほどの認知件数、去年の調査の中にもあったが、やはり言葉遣いというか、からかいであるとか、冷やかしであるとか、多分小学生、中学生とは違うとは思うが、やっぱり人が傷つく言葉というのは本人が気付きにくいので、「それはお友達がどきどきする言葉だよ」ということで日常的に幼稚園の場合は指導している。昨年度、光が丘むらさき幼稚園が表彰いただいたが、「ふわふわ言葉」「とげとげ言葉」ということは、毎日の学級活動というか、最後に帰る前の活動の中でも、今日はうれしかったこととか、ちょっと悲しかったこととかいうのは、気持ちの掘り起こしのようなものを実践しているところである。

【委員長】　　ありがとう。
　それでは、何かそれ以外にご質問、ご意見あるか。どうぞ、先生。

【委員】　　もっと前の話なのだが、自分がいろいろ食事をつくったりする都合があって、買い物にしょっちゅう行くのだが、スーパーとかに行っていても、小さい子供の母親だったり、父親だったりがかなりひどい言葉を遣っている。だから、愛情をもってなんだろうが、そういうところでも幼稚園とか小学校に上がってきてからの言葉遣いというのも、もちろんやればやっただけの成果はあるのだが、何かそれよりもっと以前のところで、家庭に働きかけられるようなことというのはないのかと、常々思っている。

　小学校側からだと、スーパーでものを申したくなったときでも、やめたほうがよいかなというのはあるのだが、そこがどこか役所の中のシステムとか、そういうところで、もっと下の就学時健診とか、幼稚園の入学の前とかというところで、こういうところでいずれこうなってしまうから、ご家庭でも気にしてほしいみたいなことが働きかけられればよいなと思う。

【委員長】　　実は、いわゆる家庭教育というか、家庭での子供との親としての接し方というか、そういうことについては、これまで、どちらかというと、やはり家庭にお任せをしているということが多かったが、今委員がおっしゃったように、様々な課題や問題が起きると、それが単に子供だけの問題ではなくて、その子供が育っている環境――家庭も含めてであるが、そういうものがそっくりあらわれてしまっているという事例が結構多い。
　やはり、家庭での子供たちの過ごし方、あるいは育てられ方に対して、我々、教育委員会としても何らかの形でアプローチしていかざるを得ない時代なのだろうという認識を、最近、特にもっている。そういうときに、もし、いわゆる家庭教育という言葉があるとしたら、家庭教育に対して、もう少しやはり学校なり教育委員会が発信していくというか、そういう必要があるだろうと思っている。これは、まだ別のセクションで、幼稚園、保育所、小学校の連携の会議、幼保小連携の会議が実はあり、その中でこの問題についてもう少し突っ込んで話をしたいなと思っている。
　現在、幼保小連携推進会議というものがあるが、これも私が座長をしているのだが、今回、今年初めて新しく小学校１年生に上がるお子さんをもつご家庭に対して、小学校に上がる準備をこういうふうにしてほしいというリーフレットをつくり、それをお配りするという取組を初めて行った。
　そういうことで、少しずつではあるが、家庭に向けて、学校と教育委員会がしっかりとした情報を、あるいは様々な取組を発信していくことを考えているので、今おっしゃっていただいたことを含めて、これからぜひやっていきたいと思っている次第である。
【副委員長】　　よろしいか。
【委員長】　　どうぞ、副委員長。
【副委員長】　　私は方針等を見せていただき、真っ先にそれを申し上げたかったのだが、主管が教育指導課であるし、学校関係者がこの発言をすると、大抵学校擁護のような誤解をされてしまう。しかし、そうではなくて、やはり今お話が教育長からあったとおりだと思う。私は、今、内閣府の子ども・若者育成支援推進会議というものに出ているのだが、やはりそこでもそれは大きな話題になっている。
　そこで、１つ質問であるが、教育指導課が直接やることではないし、努力義務だが、子ども・若者育成支援推進法が昭和２２年か何かに成立したと思うが、そこで地域協議会をつくりなさいという努力義務が課せられている。練馬区のほうはどうなっているか。そのある、なしだけお答えいただければありがたい。
【委員長】　　地域協議会はない。
【副委員長】　　わかった。結構である。
【委員長】　　でも、なかなか大事な点だと思うので。先ほど言ったリーフレット、これは「もうすぐ１年生」というのをつくった。親子でやってみようということで、家庭での基本的な、お手伝いをしてほしいということだとか、あるいは、小学校１年生の生活の紹介とか、そういうことについてパンフレットをつくり、あるいは、小学校に上がるお子さんをお持ちのご家庭の方が不安に思うであろうことをＱ＆Ａで書いて説明を行った。そして、また、何か相談事があったら、ぜひ相談してほしいという、先ほどもリーフレットにもあったが、相談先のあるものを書いて、これを今回、幼保小連携の１つの成果としてつくり、家庭にお渡しするということをやりたいと思っている。
　これ以外でも、今お話しいただいたように、ご家庭に対して、例えば子供の叱り方とか、言葉遣いの問題とか、あるいは、後で出てくるが携帯電話とか、そういうもののルールづくり、これについても積極的に私たちがご家庭に発信していってもよいのかなという思いでいるので、それについてもまたいろいろとご意見を頂戴できればありがたい。
　何かご意見。どうぞ、委員。
【委員】　　１つだけ伺いたい。先ほど副委員長がおっしゃった加害者指導というのを聞いて、本当にそうだなと思って。いじめられている子の相談窓口とかで話を聞いてあげて、解消したという事例が多分あるのだと思うが、加害の子がまた別な子をいじめるということも多分あると思う。それで、イタチごっこみたいになるのだったら、加害者指導がよいのではと思った。被害者のほうで解消したという事例は、事務局では具体的にはおもちになっているか。事例発表会というのがあり、私も去年聞きに行ったのだが、こういう活動をしているという発表を聞いた。例えば、いじめられていた子がいじめられなくなったという、そのような事例なども資料としてはおもちであるか。
【委員長】　　どうぞ。

【事務局】　　問題行動調査等では、いじめる児童・生徒への対応ということで、学校がどのような取組をしたかということについて、事務局では集約している。
【委員】　　もし、何か似たような事例が起こった場合は、ご相談させていただけたりはするのか。
【事務局】　　一番は、学校の中で起こっていることであれば、やはり私たちを介してよりも、学校で直接校長、副校長とお話をしていただくのが一番かと思っている。ただ、私どもにも相談していただくようなことは当然ある。お電話をいただいて、解決の方法をいろいろ探っていくということは、当然ある。
【委員】　　ありがとう。
【委員長】　　ありがとう。とりあえず、また後で気が付いたことがあれば、ぜひおっしゃっていただいて結構なので、とりあえず次に進めさせていただきたく思う。
　次に、議事の（３）インターネットやＳＮＳなどによるいじめの状況についてである。本件については、なかなか実態が見えにくいということで、昨年度から、本件についてはこの会議でもたびたび取り上げられてきている。その会議の中で、ぜひ実態の調査を行うべきではないかということがあって、今年度それを行いたいと思っている。
　そこで、資料９、１０と、この調査について、こういう形でどうだろうかという案をつくったので、ぜひお聞き取りをいただいたうえで、またご意見、ご質問をいただければと思っているので、よろしくお願いしたい。
　それでは、事務局お願いする。
【事務局】　　事務局である。それでは、資料９をごらんいただきたい。先ほど、問題行動等調査の結果についてはお話をさせていただいたが、パソコンや携帯電話等での誹謗中傷や嫌なことをされた児童・生徒は、平成２６年度は、小学校で２件、中学校で８件であった。平成２５年度と比較して３件減少している。しかし、各学校には生活指導の担当者がいる。また、園にもいる。ここでの研修会等を毎月行っているわけであるが、その中では、携帯電話やスマートフォンでのＳＮＳ等における友達とのトラブルが日常的に増えており、指導を要することが増えたと感じているという声が上がっている。
　そこで、資料９にある調査について実施をしたいと考えている。まず、目的。携帯電話やスマートフォンの所有状況や使用状況等の実態をつかむことで、ネットいじめ等に対する区の施策や学校での指導に資する基礎資料としたいと思っている。
　内容についてである。大きく３点ある。１点は、児童・生徒用のアンケート調査である。携帯電話およびスマートフォン等の所持と意識についてである。詳細は後ほどお話しをする。２点目は、保護者用である。こちらも同じである。使用状況、意識について。３点目は教師用である。こちらの問題と意識についてということである。
　対象は、小学校第４学年の児童から中学校第３学年（小中一貫教育校は第９学年）の生徒である。保護者用については、この（１）の保護者である。（３）小学校および中学校の教員である。こちらについては、生活指導担当の教員、９９校あるので、小中学校のほうで９９人ということでとりたいと思っている。
　なお、（１）と（２）については、練馬区全児童・生徒４年生以上となると、膨大な数になるところもある。その中で、練馬区の小学校が８地区に分かれている。中学校は４地区であるが、小学校は８地区ということなので、その小学校の８地区を活用して抽出調査にしたい。小学校８校、中学校８校、計１６校を選出し、各学年２学級の児童・生徒、また、その家庭に協力をいただきたいと考えている。小学校４年生であれば、その４年、例えば１組、２組からというところである。大体、標本数がそれぞれ１,０００ぐらいになるのではないかと見込んでいる。また、（３）については、先ほど話したとおりである。
　実施時期である。実施時期は、平成２７年１１月２日、月曜日から２０日、金曜日までの間に実施をしたいと考えている。これは、先ほどお話ししたふれあい月間という、いじめのアンケート調査をする時期と重ねているということである。
　資料９の２枚目である。回収時期である。回収時期は１１月２１日、これは土曜日になっているが、終わり次第ということで、学校のほうで集計をしていただくということは考えていない。そのままいただき、こちらで集計等を行っていく。
　結果については、このいじめ対応等支援チームの第２回に速報値をお示しできればと思っている。１２月に予定しているので、集めてから１週間程度、１０日ぐらいかなと思うので、分析まではなかなか行かないかとは思っているので、速報値はお示しできるのではないかと思っている。
　集計および分析方法については、単純集計とともに、８番にある仮説に基づいたクロス集計を行っていければと考えている。
　その予想・仮説についてである。（１）インターネット環境は児童・生徒にとってどの程度身近なものになっているのかということである。
　２つ目として、家庭でのルールづくりが家庭で十分に機能しているのかということである。例えば、購入時期とルールづくりについては相関関係があるのではないかという仮説。また、インターネット上のトラブル経験等、フィルタリングやルールづくりとは相関関係があるのではないかというような仮説に基づきたいと思っている。
　３点目は、子供たちは、ネット上のトラブルにどの程度接しているのかということである。具体的にご説明する。
　それでは、資料１０の児童用をごらんいただきたい。まず、小学校の４年生以上ということなので、原則３年生までに習った漢字にはルビを振らないというところで、私ども、もう見てきたが、若干ずれもあるかなと思う。インターネットの使い方や携帯電話、スマートフォンの使い方について、練馬区全体の様子をつかむための調査であると。決して個人を特定したり、成績に関係したりするものではないので安心して回答してほしいと。調査を行う場合には、その目的を明確に示したいと思っている。回答は指示に従って〇をつけてほしいと、また、わからなかった質問は飛ばすようにと。お子さんによっては、難しいと感じることも当然あるので、飛ばしてもらう。
　学校名と学年と性別だけ記入していただこうと考えている。基本的には、小学校も中学校も同じである。ただ、小学校はフローチャートで分かりやすくしてある。まず、１番、下のアからカまでの内容について、①から④までの質問に答えてほしいというものである。まず、質問の内容である。①太く枠で囲まれているところである。あなたが日ごろ使っているものに○、使っていないものに×をつけると。アの携帯電話で○がつけば、右側に行く。②は、①でつけたものの中でインターネットにつながるものに○をつけるということで、携帯電話はインターネットにつながると思っていれば、そこに○がつくと、つかなければ、×ということになる。
　そして、①と○をつけたものの中で自分の持ち物に○をつける。よく保護者の方と共有しているとか、兄弟同士で共有しているというのも当然あるので、そういうことである。
　④は、①で○をつけたものは、いつごろから使っているかと。小学校４年生ぐらいから、外に行動範囲等で習い事等も増えてくるというようなお話もあるので４年生以上を対象にしているが、お子様によっては当然幼稚園のときからとか、小学校１年生のときからということもあるかと思う。
　これが終わったお子さんは、イの質問に行くということになっている。つまり、ずっと○がついた子は、×がついてもイに行ってもらうということである。それで、スマートフォン、それからタブレット端末、ポータブルゲーム機、パソコン、携帯型音楽プレーヤーというようなところに行く。ここ全て×がついたお子さんは、これで終わりと。
　①になるが、それ以外についた方は次の、１つでも○がついた方は２枚目になるが、児童用２をごらんいただきたい。いずれか１つでも○がついたお子さんは、この２の質問に行く。インターネットや携帯電話などの、あなたの使い方やルールなどについて教えてほしいと。１つは、自分の携帯電話、スマートフォンにフィルタリング機能はついているかと。これは、お子さんに知らせている、知らせていないというのは当然あると思う。お子さん自身がどう認識しているかということである。
　（２）は、携帯電話やスマートフォンを使うときの約束やルールを家族と決めているかと。１つだけ○をつけてほしいと。決めているに○をつけた場合は（３）に進む、決めていないにつけた場合は（４）に飛ぶ。
　（３）の質問である。どのような約束やルールを決めているのか、当てはまるもの全てに○をつけてほしいと、複数回答になっている。電話をする時間。一応、ルールとしてこういうのはどうだろうということで、例があったほうが分かりやすいのではないかということで、例を示してある。夜８時を過ぎたら電話をしてはいけないなどということである。以下、イ、ウ、エ、オ、カと。カはその他ということでつけている。
　（４）番、インターネットやメール、無料通話アプリを使っているとき、どのようなことがあるかということである。こちらは、犯罪被害等を受けたことが、経験があるかどうかということ。また、知らないところからメールが送られてきたというふうな経験があるかというようなところである。
　基本的には、この児童用が簡単になったものが生徒用になる。生徒用は①が右に行きなさいよというふうに示してある図だけである。基本的内容は同様である。
　続いて、今１枚挟ませていただいた保護者用である。大変失礼した。保護者用は、お手数であるが、お子さんで、小学校の４年生、５年生、６年生、中学校の１年生から３年生の中で、複数兄弟がいた場合は、それぞれのお子さんごとにやっていただけないかというお願いである。お子さんによっても違い、また今、中学校３年生と小学校４年生では、導入時期等が違う。スマートフォンの活用時期も違うところもあるので、そのあたりで回答いただこうと思っている。
　保護者の方には、現在、お子様が自宅等でインターネットを使うときにどの機器を使っているかということである。当てはまるもの、そして特に使っているものである。
　２番は、ルール、先ほどの児童・生徒のアンケートと同じである。３番目は、そのルールの内容、そして４番目が、お子さんが自分の携帯電話、スマートフォンを持っているかということである。これが保護者用の裏面にある。買い与えた時期、そして、持たせた理由やきっかけ、そして安全管理についてである。安全管理については、その危険性を子供に話したことがあるかどうかということ。そして、（２）では、トラブルについて遭ったり、相談されたりしたことがあるかどうかの経験である。
　（３）は、トラブルに巻き込まれた場合にどこに相談することになりそうかと、当てはまるものに○をつけるようにと。当然、教育委員会としては、先ほどのクリアファイルに、インターネット等のトラブルがあった場合を載せてある。そうしたところが出てくることもあるかと思う。
　（４）お子様がインターネット上で誰とメールやメッセージのやりとりをしているか、把握しているかどうか。そして、フィルタリングの機能。さらに、利用にかかわって心配なことがあれば書くようにということで、こちらは直筆で書いていただこうと思っている。これが保護者用である。
　最後が教員用になる。先ほどの資料にお戻りいただきたい。教員用については、学校名をお出しいただくということである。質問１は、インターネット・携帯電話等の使用について、児童・生徒等や保護者にどのように指導・啓発しているかということである。複数回答である。
　質問２では、勤務する学校のお子さんに、利用に関するトラブルが起きたことがあるかどうかと。これは平成２６年４月以降ということなので、１年半さかのぼっていただいてのことである。ある場合は、その質問３のほうに進んでいただく。「ない」、または、「分からない」という場合は質問８に進んでいただく。
　「ある」と回答された質問３のところである。どのようなトラブルがあったかを複数回答していただく。また、ものによっては、質問４の回答、質問５の回答をしていただくところがある。そちらが教員用の２になる。質問４である。質問４については、先ほどの質問３の中で、無料通話アプリやコミュニケーションアプリ、グループでメッセージをやりとりするアプリであるが、このようなことが原因で子供たちの、または保護者等の間でけんかやトラブルが起きたに〇をつけた先生方に具体的にお聞きしようと思っている。さらに、質問５は、先ほどの質問３のその他で具体的に、そこに記述していただこうと思う。
　質問６については、どうやってトラブルを把握したかということである。なかなかこのトラブルの把握というものが、お子様個人の物であったり、保護者が所有している物であったりするので、学校は見えにくい部分があろうかと思っている。それらを、どのようにトラブルを把握して対応したかというものを、６、７でお聞きしたい。
　質問８については、全員の先生方に回答していただくものである。これらの利用についての影響として、懸念していることについて〇をつけてもらうことで考えている。
　アンケートについては以上である。よろしくお願いしたい。
【委員長】　　ちょっとご丁寧にご説明させていただいたので、お聞きとりをいただいている中で、いろいろと疑問とか、そういうものも出てきたのではないかと思っているが、遠慮なくご質問、ご意見を頂戴できれば。
【副委員長】　　画期的な調査で、とても素晴らしいと思うがと、「が」がつくのだが、調査というのは、要するにいじめの調査なども、調査をする子供たちが、その調査を通していじめはしてはいけないんだなという気持ちをもったりとか、そういう成果を期待するのと、それから、その調査結果を見て、次の施策を考えたりするのと２点ある。
　１点目はとてもよいと思う。こういう調査をやりながら、やはりこういうことに気を付けなければいけないのだなとか、保護者の方は保護者の方で、やっぱりルールをつくったほうがよいかなとか思いながらご回答されると思うので、とてもよいと思う。しかし、非常に残念なのは、予想と仮説についてというところで、これ、とてもよいと思うのだが、せっかくクロス集計をやるなら、何と何の関係を見たいかである。ここに相関関係と書いてあるが、ちょっと受け売りになってしまうが、最近評判の本で「学力の経済学」という本がある。あそこにも出ているが、例えば文部科学省が発表している、読書をする子は学力が高いというのは、学力が高い子がたまたま読書しているのと結局調査は同じなのである。あれが相関関係、２つのことが同時に存在するというだけのことである。
　ただ、この調査がとてもよいのは、そのルールがどのぐらいつくられているか、親の意識がどのくらい高まっているかによって、子供がどうなっているのかというのが分かる。残念なのはそこである。だから、具体的に児童のところで言えば、最後の（４）である。（４）で、これはどちらかというと被害である。だから、例えばルールが確立している家庭の子供は被害に直接関係するかなと。被害というよりも、むしろ加害のほうではないか。要するに、フィルタリングなどは別で、それはこの質問でよいと思う。
　いろいろなことを一遍に話してしまって恐縮だが、例えば保護者のところを見ていただくと分かるが、保護者のところも全く同じである。保護者用の２ページ目で、お子さんがインターネット云々を使っているとき、トラブルについて聞いたり、相談されたりしたことがあるか。これは、聞いているのは被害の状況である。だから、果たして相関関係が出てくるのかどうか。
　むしろ、ここで、ここは一歩踏み込んで因果関係まで出せるような調査項目になっているので、せっかくなので、この部分だけはちょっとお気を付けになったほうがよいのかと。むしろ保護者の場合も、教師用の問８などのほうが、ズバッと聞いてしまったほうが、そうすると、この因果関係がぱっと出てくるわけである。被害状況との相関関係を見るというのはどういう意図があるのかなというのは、ちょっとこれを見て、すごくよいアンケートだけに、その点がちょっと気になった。
【委員長】　　ありがとう。どうぞ。
【事務局】　　事務局である。被害が、まずクロスをする、しないは別として、単純集計として、実際どのぐらいに実際にお子さんたちが被害だと思っているかどうかというのが、先ほどの問題行動等調査では見えてこないというような実態がある。だから、まずそこは単純集計で行きたいと思っている。
　ただ、今、副委員長からあったように、クロスはどこでかけるかということを考えたときに、やはり質問項目、そちらを入れ込むということも当然考えて。このチーム委員会の中で出していただいたところを、もう一回、事務局でも再調整したいと思っているので、ぜひ今みたいなご意見をいただくとありがたいと思っているところである。
【委員長】　　ありがとう。ほかに率直なご意見を。
【委員】　　何でもよいのか。
【委員長】　　どうぞ。
【委員】　　児童用のアンケートの１枚目の、ポータブルゲーム機の３つ目の、これは据置き型だと思うので、ポータブルというのに絞るかどうかというものと、それから、①番で×は下へと書くと、○をつけた人は、この下があってもやらなくてよいというふうになってしまうので、この矢印は要らないかと、×は下へというものもそれを思った。
　それから、２枚目の２番の（３）のその他という、ルールのところで、つくっていない親に啓発なり何なりというのであれば、これの項目をもうちょっと、例えば夜の置き場所は決まっているかとか、友達と遊ぶときとか、外出時に持っていってよいことになっているかとか、それから、どこで使うとか、例えば居間で大人がいるときとかいうところまでやっていけると、つくっていない親が自分の家でルールづくりをするときの参考になるのかというふうに思った。
　今、私は５年の担任なのだが、子供たちの日記を見ていてもユーチューブを見たというのが結構出ている。ただ、それが、おうちの人と見ているかというコメントを書くのだが、ああいうものというのは、こちらにリストが出て突然変なところに行ってしまうとか、見ることが可能なので、その辺のインターネットを扱うときに、保護者がそれを認知しているかというところについての約束も書かれているとよいかなと思った。
　中学校のほうも、この下向きの矢印、あと中身については、小学校のものと同じである。
　もっとつまらない話で申し訳ないが、保護者向けのアンケートで、裏面の（３）と（４）番だけクエスチョンマークがついているので、どちらかにしたほうがよいと。以上である。
【委員長】　　どうぞ。
【委員】　　私も委員と同じようなことなのだが、まず児童用のところで右だの左だのというのが、逆に言えば、書くことによって、この設問を難しくしてしまっているのではないかと。

　それから、ポータブルゲーム機というのは、官公庁なので普通名詞で書いたり、携帯型音楽プレーヤーと書いたりするが、子供たちって、これが何を意味するものか、逆に分からないのではないかと。任天堂ＤＳだの具体的に言ったほうが早いような気がする。例示として、例えば代表的商品名を列挙したり、携帯型音楽プレーヤーだったら、ウォークマン等とかいうふうに書くほうが、理解が深まるのかと思ったりしている。
　それから、２枚目のフィルタリング機能というのを、児童がどのくらい分かってくれるかというのは、ちょっと素朴な疑問としてある。
　以上である。
【委員長】　　おっしゃるとおりである。ほんとうだ。ありがとう。
　ほかに何か、自由にお出しいただければと思うが、今なら直るので。
【委員】　　なるほどと、お話を伺っていて。これは、家庭に持ち帰ってするのか。子供たちは、児童、学校で。
【事務局】　　学校の実態にもよるので。
【委員】　　なかなか４年生だと、これを理解して、できるのかというところと、それから、ルールや約束の例のところは、やはり禁止事項が多いので、これからの子供たちが使っていくということになると、こういう状況で使うと。先ほどルールづくりを今までつくっていなかったご家庭でもということになると、いけない、いけないという表記ではなく、そういうルールをつくるということも大切というような例が出るとよいかと思った。
【委員長】　　ルールの例の書き方である。８時までにするとか。

【委員】　　あるいは、８時までは電話をしてもよいとか。
【委員】　　それから、なくなることはない、どんどん使っていく子供たちではないかと思うので。
【委員長】　　ありがとう。ほかにいかがか。いっぱい出てきそうだが、どうか。
　これ、最終的にはいつ。１２月前に、もうすぐ。
【事務局】　　１１月には学校にお届けしたいと。
【委員長】　　１１月には？
【事務局】　　１１月２日には学校が調査を始められるように。
【委員長】　　そうすると、印刷とかするのはいつやるのか。来週やるか。
【事務局】　　はい。
【委員長】　　では、ご意見を、もし、今日ここの場でなくても、帰ってみて、ここはやっぱりこうしたほうがよいのではないかというかのがあった場合、今週いっぱいぐらい、ご意見をいただく時間というのは大丈夫か。
【事務局】　　はい。
【委員長】　　ということなので、もしこの場でご意見を出していただけるのなら、もちろん出していただいて結構だが、もし持ち帰ってみて、ここの部分はこうしたほうがよいのではないかというのがあった場合には、今週いっぱいぐらい、つまり２３日の金曜日いっぱい、５時ぐらいまでに。連絡手段は。
【事務局】　　お電話をいただければ。
【委員長】　　電話。電話先は。
【事務局】　　教育指導課である。

【委員長】　　よろしいか。どうぞ。
【委員】　　いじめの調査に関してもそうだが、この質問手法というのは、子供、保護者も含めて、受け止め方でかなり変わってくる。意識によって変わるので、小学校でいじめ調査をするときは、ぽんと配って、さあ、書きなさいというやり方はしない。１問１問、担任のほうが読み上げて、それ以上のコメントは入れないが、書かせていくと、意識付けというか、価値というか、そういうものが統一まで行かなくても、ある程度方向性を示さないと、ただ配っただけだと、保護者の回収率も、私は地域によっては、学校によってはすごく変わってくるのではないかと。
　実は、インターネット、携帯電話の保護者への、こういう問題があるというのは、各学校、中学校も多分話はしていると思うが、この意識の差がものすごく大きい。もらった保護者によっては、何でこのアンケートをしなければならないのかということがある。２０日に配られたときに、いわゆる抽出の学校がどのように説明するかというのが、私にとっては不安感がある。
【委員長】　　なぜこの調査をするのかといったところを、もう少し分かりやすく説明するということは大事かもしれない。学校も、まずそれを分かっていただくということについては。
　はい、どうぞ。
【事務局】　　１１月の５日にある合同校長会のところでは説明させていただくことになっている。そうすると、少し実施時期をずらして、校長会で説明させていただいてから、実施という形の方法もあるから、若干遅れてしまうが。
【委員長】　　あと、今話があったが、保護者である。保護者にちゃんと。
【事務局】　　そこに紙面を付けてという。
【委員長】　　書いてもらったほうが。ただ渡すだけではなかなか難しい、これは。いっぱい苦心はしているのだが、結構。事務局は寝ないでやったのではないか。
【事務局】　　大丈夫である。
【委員】　　委員長。
【委員長】　　どうぞ。

【委員】　　結果について質問がある。まず、抽出校でやるということであるが、その各学校に、学校ごとの集計結果というのは返されるのか。
【委員長】　　なるほど、どうぞ。
【事務局】　　事務局である。抽出校については、その学校の数値はお返ししたいと思っている。
【委員】　　ありがとう。また、ほかの学校については、この資料をいただいて、学校独自に集計したもので、区の集計と比較するということも可能だということでよろしいか。
【事務局】　　事務局である。調査用紙については、各校長先生方にお配りしたいと思っているので、学校独自にやっていただくことは可能である。
　あと、こちらで集計して分析したものは、各学校（園）にお配りしたい。以上である。
【委員長】　　やっていただいた学校は、全体の結果と自分の学校の結果とを比較できると、そういうことだね。
【事務局】　　はい。
【委員長】　　よろしいか。
【委員】　　はい、ありがとう。
【委員長】　　ほか、いかがか。どうぞ。
【委員】　　これは経年というか、複数年やる予定であるか。
【事務局】　　毎年同じことをとる必要があることと、ないことがあるかと思っている。つまり、購入時期等、同じ４年生で回答した方は、毎年同じものを回答していかなければいけないと、中学校３年まで同じ回答をしなければいけないこともあるので、そのあたりはまたこの支援チーム等でご報告させていただく中で、さらにこういったところを、いじめにつながらないようにするためにはどうしたらよいかということを考えていくのが、このいじめ対応等支援チームだと思うので、そのあたりに、どう次に活用していくかということをまた考えていけたらと思っている。以上である。
【委員長】　　いかがか。それでは、一応、今日大変貴重なご意見をいただいたので、それらを事務局とちょっと預からせていただいて、事務局として、修正すべきは修正させていただいて、１１月に。
　では、合同校長会の後にするか。合同校長会できちんと説明したほうがよいだろうか。
【事務局】　　よろしいか。その前に、役員校園長会を教育指導課で開くことがあるので、そちらを活用したいと思う。
【委員長】　　分かった。趣旨を十分ご理解いただいて、とりわけ抽出であれば、その抽出された学校の校長先生をはじめ、ご理解をいただいたうえで実施をしなければならないと思うので、事前に丁寧なご説明を事務局、よろしくお願いする。
　そういう形でよろしいか。ありがとう。
　それでは、本日、一応予定していた案件については以上であるが、全体を通して何かご質問なり、ご意見はあるだろうか。よろしいか。
　それでは、次回であるが、内容としては、いじめ一掃プロジェクトの経過報告とか、いじめ防止実践事例発表会の詳細のご提案、それからまた、今ご説明を申し上げた実態調査の速報値の学校報告といったところを中心に、また学校の組織的対応のあり方等も含めて予定をさせていただきたいと思う。
　この開催をいつにするかということで、ご予定をお聞きしたところ、１２月１０日の木曜日が、都合がつきやすいということなので、１２月１０日、木曜日を次回の会議の日程とさせていただきたい。午後６時からということで大変恐縮であるが、場所もここということで同じであるが、よろしくお願いする。正式な通知は、後日発送をさせていただきたいと思う。
　また、第３回、その先の話で申し訳ないが、これは現在のところであるが、平成２８年２月１６日、火曜日を予定させていただきたく思う。ご予定いただければと思う。次回、改めてこのことについてはお話をさせていただき、もし、支障があれば、またその時点でおっしゃっていただければと思っている。
　それでは、よろしいか。では、本日、大変ありがとう。以上をもって第１回のいじめ等対応支援チームを終了させていただく。ありがとう。
――　了　――
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